
重点目標 目標達成のための方策 評価指標 評価 取組状況と課題 評価 意見

1
互いの人権を尊重し、互いに
高め合う態度を育成する。（心
の通った切磋琢磨）

人権・同和教育に関するＬＨＲや講演
会の充実を図る。

生徒の感想文。生徒アンケート・
保護者アンケートの評価。平素の
生徒の観察。

Ａ

ＬＨＲや講演会は生徒の人権意識を高
める機会となった。アンケートＱＵを生徒
理解のためだけでなく、望ましい集団づ
くりのために活用していく。

Ａ

アンケートＱＵを様々な角度から分析
し、それを教職員が共有して、心の通っ
た切磋琢磨ができる集団づくりに組織的
に取り組む。

2
部活動、生徒会活動など課外
活動への積極的参加を促す。

部活動紹介を実施して入部を呼びか
ける。また、活動の状況や成果を積
極的に発信する。

部活動加入状況。情報発信の状
況。生徒アンケート・保護者アン
ケートの評価。

Ａ

部活動や生徒会活動に積極的に取り組
み、充実感を感じている生徒が多い。生
徒会の委員会活動のさらなる活性化に
取り組んでいく。

Ａ

主権者教育の一環として生徒会の委員
会活動の活性化に取り組み、生徒がよ
りよい学校づくりに主体的に参加するよ
うに努める。

3
気軽な声掛けの実施と、教育
相談、特別支援体制の充実を
図る。

平素の声掛けにより相談しやすい関
係を構築する。また、生徒支援委員
会を機能させ、スクールカウンセラー
を効果的に活用する。

対象生徒の状況。スクールカウン
セラーの活用状況。 Ａ

生徒支援委員会で関係教職員が情報を
共有し、スクールカウンセラーと連携し
て組織的に生徒に対応した。教職員
個々の指導力の向上にも努める。

Ａ

教育相談や特別支援教育に関する校内
研修を実施し、教職員の生徒理解力や
コミュニケーション力をさらに向上させ
る。

4
学びのモチベーションを高め、
自ら学ぶ態度を育成し、主体
的学習者を育成する。

「言語活動の充実」を意識して授業
改善に努め、アクティブラーニングを
推進する。また、ＥＴＣ（東高基礎力
養成テスト）を効果的に実施する。

授業アンケートの結果。学習時間
調査の結果。生徒アンケート・保
護者アンケートの評価。平素の生
徒の観察。

Ｂ

「言語活動の充実」を意識して授業改善
に努め、アクティブラーニングを推進し
た。生徒が家庭学習に主体的に取り組
むように保護者との連携を図る。

Ｂ

生徒の興味・関心を高めることを意識し
て授業づくりを工夫する。また、課題やＥ
ＴＣを見直し、生徒が主体的に取り組む
効果的な方法を検討する。

5
東高版キャリア教育（生き方、
働き方）の充実を図る。

３年間を見通して、地域、企業、大学
等と連携し、生徒が生き方、働き方を
体験的に学習する機会を設定する。

キャリア教育に関わる諸活動の
事後アンケートの結果。生徒アン
ケート・保護者アンケートの評価。

Ｂ

研修旅行を初めて実施するなど、東高
版キャリア教育の充実を図った。キャリ
ア教育の個々の取組の意義を生徒に実
感させるように工夫していく。

Ｂ

生徒が自分のライフデザインを考えるう
えで役だったと実感できるように、高校３
年間を見通したキャリア教育の体系化
を推進する。

6
授業力、教師力向上に向けた
取組（研修）を推進する。

公開授業・授業研究や授業アンケー
トを実施する。また、校内研修を充実
させるとともに、校外研修に積極的
に参加する。

公開授業及び授業研究の実施状
況・参観状況。授業アンケートの
結果。校外研修への参加状況。

Ａ

各教科の公開授業や授業研究を通して
授業改善を推進した。授業づくりの視野
を広げるために、他教科や他校の授業
を参観する機会を増やす。

Ａ

生徒が主体的に考え、学習内容を確実
に理解することができるように、授業参
観や授業研究を活かした授業改善を組
織的に推進する。

7
個人面談を充実させ、親身に
なった進路指導を行う。

タイムリーに個人面談を行って生徒
の思いを受け止め、一人一人の進路
目標の設定や実現にきめ細かく対応
する。

個人面談・保護者面談の実施状
況。生徒アンケート・保護者アン
ケートの評価。平素の生徒の観
察。

Ａ

個人面談を通して生徒や保護者の思い
を受け止め、きめ細かい進路指導を
行った。何でも気軽に話せるような生
徒・保護者との関係づくりを推進する。

Ａ

必要に応じてタイムリーに生徒面談・保
護者面談を実施し、生徒一人一人の進
路目標の設定や実現のために適切なア
ドバイスを行う。

8
地域社会へ明るい話題を提
供する。

学校だよりやホームページを通して、
学校行事や部活動の状況を積極的
に発信する。

学校だよりの発刊状況。ホーム
ページの更新状況や閲覧状況。
保護者アンケートの評価。

Ａ

学校だよりやホームページなどを通して
情報発信に努めた。学校の取組が保護
者や地域住民に伝わるように、内容の
充実と広報をさらに推進する。

Ａ

ホームページのフォームをリニューアル
し、保護者や地域住民の関心や理解が
深まるように、内容の充実や情報の更
新に努める。

9
地域社会への理解と貢献意
欲の向上を図る。

東高版キャリア教育や体験活動・ボ
ランティア活動を推進する。

キャリア教育に関わる諸活動の
事後アンケートの結果。生徒アン
ケート・保護者アンケートの評価。

Ｂ

地元企業への訪問や社会人講話などを
通して地域社会の理解を深める取組を
推進した。個々の取組の趣旨を理解さ
せることに努める。

Ｂ
キャリア教育における取組の趣旨を生
徒が理解できるように明確に示し、地域
貢献の意識が高まるように改善する。

10
生徒の意識の中に「地域化」
を図る。

挨拶の励行や校歌をしっかり歌うこ
となどを通して、地域や学校の一員
であるという意識を育てる。

生徒アンケート・保護者アンケー
トの評価。平素の生徒の観察。 Ｂ

キャリア教育を中心に取り組んでいる
が、地域の一員としての意識は十分に
育っていない。生徒が地域の活動に直
接関わる機会を拡大していく。

Ｂ

生徒が地域のボランティア活動などに参
加したり、近隣の幼稚園、小・中学校、
大学と連携する機会を設けたりすること
を検討する。

※【評価】　Ａ････大変良い　　Ｂ････良い　　Ｃ････あまり良くない　　Ｄ････良くない
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人とつながって生
きる力を向上させ
る

自己の未来を切
り拓いていく力を
向上させる

地域社会の未来
と関わる力を育
成する

評価計画 自己評価 学校関係者評価
次年度への改善策

・生徒が気持ちのよい挨拶
をしてくれることから、人とつ
ながって生きる力が身につ
いていると判断できる。
・生徒同士の関係が良好で
あることが、生徒の穏やか
な表情に表れている。
・教員と生徒とのコミュニ
ケーションがとれており、「師
弟同行」が実践されている。
・総合的に学校の雰囲気が
よく、生徒が通いやすい学
校だと思う。

・スキルアップのための基礎
を身につけるためには、主
体的に学ぶ態度を育成する
こと必要である。
・生徒に具体的なキャリアプ
ランを見せ、自分が将来、地
域とどうつながっていくのか
を考えさせることによって、
生徒の学習意欲を高めるこ
とができるのではないかと思
う。
・研修旅行の内容が充実し
ていると思う。学校の大きな
魅力になるように、さらに良
いものにしていってほしい。
・高校入試改革が進められ
るなかで、東高をどのような
特徴のある学校にしていく
のかが課題である。

・学校だよりは学校の様子
がよくわかり、魅力を発信す
ることに役立っている。
・現状においても地域の運
動会に参加している生徒も
いる。
・挨拶運動や清掃活動など
を継続することによって、地
域貢献の意欲が高まると思
う。
・生徒が地域と関わるため
には、学校と保護者が連携
して仕掛けづくりをすること
が必要である。

具体的目標（評価項目）


